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［２］研究経過 

スケルトン種目は、頭を進行方向に向けた伏臥

姿勢により、標高差が約100～140ｍ、全長約1200
～1500ｍの氷壁のコースでタイムを競う競技であ

り、スケルトンの競技成績は初速（スタート時に橇を

押し出す速さ）、高速走行中に橇をコントロールする

正確な操作技術、橇・ランナーなどの用具の性能か

ら決定されることが知られている（鈴木ら，2001）。 
スケルトン選手の競技力向上には、選手の身体

的能力のみならず、15 カーブにおける理想の滑走

ラインの予測や理想の滑走ラインを誤ったときにお

ける瞬時の判断（リカバリー）、反応抑制、視野に頼

らない状況把握能力等の滑走技術に必要な要因と

なる認知機能が重要となる。しかし、スケルトン競

技に有効な認知機能やその能力を向上させるよう

なトレーニングについて、未だ検討されていないの

が現状である。 
ワーキングメモリ（Working Memory：以下ＷＭ）

は、Baddeley（1986）によって提唱され、言語理解、

学習、推論といった複雑な認知課題の解決のため

に必要な情報を必要な時間だけ一時的にアクティ

ブに保持し、それに基づいて報の操作をする機構

とされている。従来、ワーキングメモリの容量は一

定であると考えられてきたが、Klingberg らは、被

験者ができるぎりぎりの作業課題の難易度を調節

し、長時間集中して訓練を行う強化適応的訓練（以

下：ＷＭトレーニング）を行うことで、ＷＭ成績や推

論課題の成績が上昇することを報告した。さらに、

Olesen ら（2004）はＷＭトレーニングによって被験

者のＷＭ課題中の脳活動が増大することを報告し

ている。また、ＷＭには反応抑制・予測・判断といっ

たスポーツと関連した認知機能も含まれる広範な

高次の認知機能と関連していることが知られている。

 

平成 20-21 年度の共同研究では、反応抑制・予

測・判断といったスポーツと関連した認知機能も含

まれる広範な高次の認知機能と関連するＷＭをト

レーニングすることによって、ＷＭトレーニングが

スケルトン選手のパフォーマンスに及ぼす影響に

ついて検討した。その結果、ＷＭトレーニングはＷ

Ｍ課題、反応抑制課題、空間注意課題、二重課題と

いったさまざまな認知課題中の前頭前野の脳活動

の増減、前頭前野の局所灰白質量の増加、前頭前

野の白質の解剖学的な変化、さらに前頭前野の安

静時血流量の増加を引き起こした。また、ＷＭトレ

ーニングを介入したシーズンからスケルトン未経験

者の競技成績が向上したことから、ＷＭトレーニン

グを行ったことによる認知機能の改善が影響した可

能性が示唆された。 
これらのことから、平成 22 年度の共同研究では、

ＷＭトレーニングやスケルトン競技の滑走が認知

機能改善に及ぼす影響について検討することを目

的に下記の 4 条件から検証した。 



 

被験者は S 大学の運動部に所属している３０名の

学生を対象とした。スケルトン競技者でスケルトン滑

走トレーニングとＷＭトレーニングを実施する群をＡ

グループ（ｎ7）。スケルトン滑走トレーニングのみの群

をＢグループ（ｎ7）。ＷＭトレーニングのみ実施する

運動選手群をＣグループ（7）。ＷＭトレーニングを行

なわい運動選手群をＤグループ（9）として、ＷＭトレ

ーニングを１カ月実施させ、その前後に認知機能テス

トを実施した。 
 

 

 [成果] 
（３－１）研究成果 

 
 ①Ａグループのスケルトン競技未経験者において、 
 前回のＷＭトレーニング介入した選手と同様な滑走

タイムの向上がみられた。 これにより、ＷＭトレー

ニングを介入したスケルトン選手のパフォーマンス

が向上する可能性がより高まった（図１）。 

 

図１．未経験者のベストタイムの比較 
 
 
 
 ②Ａグループ（ＷＭトレーニングとスケルトン滑走）

とＣグループ（ＷＭトレーニングのみ）間に、認知機

能の向上には差はみられなかったものの、ＷＭト

レーニングをより多く行った被験者ほど、課題達成

レベルが高値を示した（図2）。 

図２．ＷＭトレーニング回数と達成レベル 
 

③全グループの認知機能テスト前後における増減

率の変化を検討したところ、WM トレーニングを実

施した群において成績が向上する傾向が示された

（図３）。 
 

 
図３．認知機能テストの結果 

 
[発展] 

 （３－２）波及効果と発展性など 

本共同研究は，学外研究者との交流が飛躍的に活

性化し，ＷＭトレーニングの神経系への影響とスポー

ツパフォーマンスへの影響を調べるプロジェクトの発

展へと波及している。また，本共同研究で明らかにな

ったＷＭトレーニングの神経系認知機能への影響の

成果は，ＷＭトレーニングのスポーツ分野への応用

など、さまざまなスポーツ種目のパフォーマンス改善

への影響を調べる研究、認知的なトレーニングの神

経系を調べるという新しい研究領域の開拓（萌芽的研

究の発見）に結びつき，今後の発展が期待されてい

る。 
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